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スミスリフト・リフト内火山群における枕状
溶岩の観察

村上文敏＊’ 山崎俊嗣＊1

伊豆・小笠原孤北部のスミスリフトは。背狐淘盆形成の初川段詣であるりフテ４

ング剛にあると考えられ。リフト軸沿いは活動が現在も統いている可能性がある。

第･105潜航は，りフテ４ングに胖う火山活動，然水活動及ぴ纐翩|構造についての調

査を目的として，りフ｝内火山群の中のリフト軸沿いリッジにおいて行った。

結釆は以‾Fの通りである。

】）りツジ上では，中央大西洋海嶺において兒られるような表而形態をｎつ玄武岩

瓢枕状溶岩が槻察された。枕状iｓ岩は，iij北にならんだいくつかの小さな高まりを

形成し，割れ目噴出源が分れることを示す。iliｔにならんだ割れ目噴出源は，サプ

ピーク詞の鞍部において相対的に左横ずれ方向にずれる。

２）サブピーク間の鞍部において，鉄・マンガン酸化袖が砂戳堆積物｡1に層状にｌ

成されている。その痙状と採取されたサンプJﾚの1ﾋ？ 組虞などから，これは熱水起

源と思われる。鉄・マンガン酸化物の彫成は。すぐ内側で観察されたピローコーン

状枕状溶岩の噴出と関連したものかもしねない。

３）サプピーク同の鞍部には，砂?1堆碵楠が分布しりツプルマークが形成されてい

る。リ･,プルマークの方向から，概ね讒西方向の底胴漉があると考えられる。

Observations  of Pillow lava on the Intra Volcanos  in the Sumisu  Rift

Fumiroshi MURAKAMI*-  and Tosliitugu YAMA2AKI*J

The  Sumisu  Rift located on  the northern  pari of the Izu-Ogasawatu  Arc  is

presently in the rifting stage which  is a initial si age of back-are basm  forma-

tion, and  (he activity presumably  continues  along  the rife axis. Dive  -105 is

carried out on  a ridge along  the rift axis in (he Intra Volcanos.  and it s pur-

pose  is observation  about  volcanic activities, hydiothermal  activities <md mic-

ro  topography  caused by  (he rid ting The  results are following,

1 ) Pillow  lavas which  have  surface features obseived  on  the Mid-Atlantic

Ridge  Rift  Valley  are  observed  on  the  ridge. Some  mounds  which  were

formed  by  erupted  pillow laves are arranged  from  north  to souih implying

the  fissure eruption  sources  of  the pillow lavas arc segmented.  The  fissure

eruption  sources  are offset with  relatively left lateral sense  at location be*

tween  subpeaks  on  the ridge.

2 ) Stratified Fe-Mn  oxides  are developed  on  sandy  sediments. The  mor-
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phology  in distribution and  the chemical composition of the sample  suggest

that they are hydrothermal  genesis. It is possible that a formation of Fc-Mn

oxides  is related to a eruption of pillow laves like a pillow cone.

3  ) Sediments  arc deposited and ripple marks  arc formed  on the saddles be-

tween  the sub-peaks. The  lineament direction of ripple marks  suggests west

to east bottom  currents.

１．は じ め に

スミスリフトは，伊豆・小笠原孤北部において

南北に細長く分布する背孤凹地のーつであり，東

西幅約3Skm ，南北 長100km の東西 を正断層で区

切られたグラーベンからなる。リフト内は，北須

美寿海盆と陶須美寿海盆お よびそれらを分けるリ

フト内火山群からなる。リフトの東西断而におい

て，グラーペンの軸は東側正断層迴付近にあり非

対称な構造を持つ。南須美寿海盆では，堆俵盆の

東縁鄙に小規模なグラーペンが形成されている。

グラ ーベンを区切る正断層の多くは， 表層堆積物

を 切っ て お り 活断 層 と 思 わ れ る<  Murakami.

1988 ｝。これらの断層の周辺で は地殻熱流量の高

い仙や，その値の大きなばらつ きが観測され，熱

水循環系 の存在 が指摘 されて い る(Yamazaki.

1988 ）。 南 須災 寿 海盆の 北縁部 で は. ODP Leg.

126において２点 につ いて深海掘削が行われた。

掘削は両方とも恭盤まで達し。基盤上のナンノ化

石の 年代 からリフ トの 形成は2.35Ma より新しく

l.lMa よりは 古い と 推定 さ れた （藤岡ほ か｡

1989 ）。リフ ト内火111群の中で。リフト紬周辺の

もののいくつかは，潜水船アルビン号による琳水

譌査が行われ，活動を停止したバライトチ ムニ ー

など が観察された｛浦辺|まか, 1988) 。

IJフト周辺で ｒしんかい2000j によって潜航で

きるのは，深度的にIJ フ ト内火111群妓だけ であ

る。他はその水深が2000m 以深であり，「しんか

い2000」による潜航が不可能な地域である。IJ フ

ト内火山畔は， 新知堆積物に 覆わ れていないの

で，リフティングにともなう火成活動等の現象が

観察できることが則持される鳩所でもある。ここ

での潜航は，リフテ ィングに伴う火lj,j活動・熱水

活動・微細構造についての 調査を日的 として行っ

た。 本潜航では，火山活助に伴う枕状溶¥跿 層状

の熱水性鉄・マンガン酸化物を観察できたにとど

ｉ り。よりla温の熱 水活IUIとりプディングに伴う

張力割れ目などの微細構造は観察できなかった。

２．潜航地点周辺の地形および 地質

「しんかい2000」による潜航が行われたのは，リ

フト内火山群中の リフト軸付近であ る（図１）。

１ ３ ９･ ２ ５‘

図１　スミスリフトの海底地形と榊航位置図

海底地形はBrown and Tyalor （1988 ）による，

矢印は潜航地点位置を示す

Fig. 1　BaUiymetric chart of the Sumisu Rirl and the

Diving  location.

Balhymciric chart is modified from BI･own

ａｎｄ Taylor （1988 ）

Ａ allow shows lhe (Jiving location.

ここで は。 ３つ の 南北に 刺11良 いリ ッジが雁行状 に

なら んでい る。こ れら のリ ッジは 玄武yt の枕状 溶

岩からな るか，中 火の リッジで は流紋 岩円 頂丘に

よってｎ かれてお り， バイモ ーダルの火【II活助 の

場であ るこ と を小 す（ 浦辺ほ か，1988 ）。 リフ ト

内 火山 群は， リ ッジ状あ るい は円錐状の 火山 群か

らな り，そ の配列 方向はほぼ叫1町内 一束北 東であ

り 咄r Ｏｗｎ and Taylor. 1988 ）， 正断 屑 系 の 方向



と斜交する。

南須美寿海盆における基盤深度は，リフト軸沿

い付近で 卮も深く， 最大約1.2秒の堆積層によっ

て搬われる(Murakami.  1988)。 廁須美寿海盆の

リフト怕沿いには堆積層 を切る正断層昨が発達

し，その中のいくつかは表層堆積物まで切り，活

断層の可能性もある。その中で卮も落差の大きい

ものは，海底において相対的に東側が数10m 落ち

ている。この断層沿いに南北に細長い比商80 ～

100m ， 南北長約4 km, 東西幅約1km のリ ッジ

が形成されている（村上・木下, 1987) 。このリ

ッジは，深海曳航サイドスキャンソーナー記録上

で，影のように黒く見えることから影の山とよば

れるが，それを構成するのは枕状溶岩である（湯
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衣 １　 潜 航 に お け る 海 底 観 察 の 概 要

Ｔａｂｌｅ､1　Outline of the s ｅａ ｂｏ１１Ｑｏｌ observation.

戝　 察　 紬　 果　 お　 よ　 び　 記　 串

着瓜（川山北東仰斜而）

航走開始．コース300°

枕状溶岩見え始める

枕状溶むのサンプリング

南山の北・ 斜而を巻くように航走．ビロープレッチャーのai鑵

Flattened Pillow, Elongate Pillow、 Bｕlboｕｓ Pillow の表而 形態を持つ枕状 溶岩が観察

される，全般に傾斜か級い

Ｎ-S 方向に1,･ａｎｃａtｅされた枕状溶岩が観察される

枕状溶公の分布が終わり，砂質堆積物分布域に 入る

砂賀堆積物分布域．リップルマークが観察される

中火山の兩火側斜面の鵬底部に着く，ピロ ーブレッチャー節からなるlil鑞

Ｅｌｏｎｐte Pillow. Bulbous Pilloｗのμ面形態を持つ 枕状幡冫;が観裂 される，ビローロ ー

ブは破壊されているものが多い

中火山の讀.llに到着する，北へ向け航走

中夬山の西側忽川が見える

第２回目のサンプリング（玄武祐貿溶7;･の高まりの斜而域の崖鐡）

中央山丙松急川見える

巾火山北側斜面を下り妨める，ピロ ーブレッチャーの隕錐

斜面を下りきり巾 火山の北竝に到着．リップルマーク見える

枕状溶むと砂貿堋桔物の分布境隰域付近で昼食，以皮計測．小i!の自いエビの邵跟が観察さ

れる

航走闘始

砂貿堆積物．リフプルマーク

層状の熱水性マ ンガンの分布誠に到杵．サンプIJ ング

航走開始

ビローコーン状の枕状溶排の鳥まり

リップルマ ーク

隘底
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浅，1987)。 影の111の下部には。より広い範囲に

わたって南北に細長く基盤が分布するのが音波探

査によって明かとなった。この蓄盤は，影の山の

本体をなす貫入岩と推定される。

北須美寿海盆においても基盤深度はリフト軸沿

いで最も深い。ここでの基盤深度は南須美寿海盆

より浅く。また基盤を覆う堆積層の厚さも最大約

0.8秒である。北須美寿海盆では， 堆積層を切る

断層は音波探査による観測では見つかっていない

が，下部から堆積屑内に岩体iｑll入しているのが

明かとなった{ Ｍｕｒakoi.1988} 。

これまでのいろいろな観測により，リフト軸沿

いの活動は現在も続いている可能性がある。



３．スミスリフ トにおける治航躙査

スミスリフト域における 厂し んかい2000亅 に よ

る潜航調査計画は，全体として６潜航予定されて

いた。 その中で実施されたのは。３潜航である。

筆者らが参加した行動においては，２潜航予定さ

れていた。 ２潜航ともIJフ ト内火山群内の中の，

雁行状にならんだリ ッジ群の東側リ･，ジでの潜航

が予定されていた。そのうちの１潜航は，リッジ

の地形・地質の観察を目的 とするものであり。 も

う１潜航は地殻熱流量の測定を主目的とする潜航

であった。この うち地殻熟流鉦測定 を目的 とする

潜航は，残念ながら悪天候のため中止となった。

潜航の曝 要を以下に示す。

第405 潜航　1989 年５月25 日

潜水船船長　田代省三

潜航士　 赤沢克文

観察者　 村上文敏

観搦結果の概要を第１表に示す。

４．潜 航 結 果

潜航が行われたリ ッジは南北に細 畏く，３つの

サブ ピークカｑlj北方向に連なる。そ れら をここで

は，便宜的に廁のピークから南lj』，中央山および

北山と･t ぶ。潜水船が着底したのは南山の北東斜

面である。そこから南山の北側斜illiを巻くように

航走し，南山と中央山の鞍部に出た。中央山の南

東斜面を登り中央11」の尾根沿いに北へ航 走し，中

央||｡|の北西價|斜面を下り中央山と北山の 鞍部に達

し， そこで 最後の 観測を行っ た後浮 上した｛凶

２｝。サンプIJ ングは廁山北東側斜･|乢 中夬|Jj尾

根上および中央山一北山問鞍部の３点で 行い，玄

武岩質枕状溶 岩と熟水性 鉄・マンガン酸化物 を採

取した（ 写奥 川。

潜航地点の海底の底質・徴地形は大 まかに３つ

に区分される。すなわち，①枕状溶岩の分布する

地Ji. ② 砂質堆禎物が分布し，IJ ･ｙプ ルマ ークの

発迷する地域，③鉄マンガン酸化物の分布する地

域であ る｛図３ ｝。 次にそれぞれについて観察結

果の記載を行う。

４．１　 枕状溶岩の分布する地域

枕状溶岩は，次の６地点において観察された。

Silc l ;南|llの北東側斜而. Site 2 ;南|||の 北佃斜

Ｍ ３　 「 し ん か い2000 」 航 跡 沿 い の 海 底 の 状 況

＠ ： 枕 状 溶 岩 ，▲ ： 淺 鑛 。● ：枕 狄 溶 岩 十 崖 錐 。

÷ ： 砂 貿 堆 積 物 ，～:IJ ツ プ ル マ ー タ ，囗 ： 鉄 ・

マ ン ガ ン 酸 化 勧 。

Fig.  3 B011 ．ｍ ｆｅｌtｕ,-ｅｓr ぞｓllted by lhe ｓｅａ bottom

observation.

ｅ : Pillow lava. ４ ｙral ｕｓ. ●:Pillow  lava

＋ Ｔａｌｕｓ. ４ : Sandy sediment. 一:Ripple

mark. 冂: Ｆ｡-Mn n χid｡｡



面, Site 3:中央山の南東惻斜面，Sile4;中央山の

尾根沿い. Site 5;中央山の北側斜面，Site6:中央

山と北LI』の鞍部である。本潜航地点で観察された

枕状溶岩の表面形態は，中央大西洋海嶺の潜水跼

査によって観察され形態分顫されたものに似てい

る。 枕状 椿 岩 の 表 面形 態 をBallard ａｎｄ Moor

(1977) に従って分類すると，本潜航地点で観察

さ れたものは, Bulbous Pillow, Elongate PⅢow.

Flattened Pilloｗで あ り，この中でElongate Pil-

loｗの出現頻度が最も高かった。 またピローロ ー

プ の表面構造も， 山岸(1983) が述べたSpread･

ing Crack をはじめとする翻々な構造が観察さ れ

た。

Site l : 南山北 東鮨斜而では。水深1800111の

地点で最初の枕状溶岩が観察された。枕状溶 岩

は。ほ とんどがElongate Pill・ｗの表面形態を持

つ も ので あ る。 ピ ローフ ロ ー の 方向 は ほ ぼ

ESE-WNW で あ り斜 面の 傾斜 方向と概 ね等し

い。Elongate Pillowのピロ ーローブは円 筒形のも

のが多く， 目視により判断される直径は数10cm

からｌｍ程度である。Elongate Pilloｗの末端部の

剪1斜は急であ り。ほとんど垂直なところもある。

またピローロ ープが途中で折れ，その断 面の放射

状冷却節理而が観察されるもの力i晒所にある。 ピ

ローフローの末端鄒より下の斜匯jには。ピロー

ロープか折れ下に転がったピロ ー片やピローブレ

･ｙチ ャーからなる崖搖が戝察される｛写奥２｝。

斜而下方へ向って限 鏤に含まれるピロ ー片は少な

くなり。 またピローブレッチャーのサイズも小さ

くなり砂質堆積物分布域に噺移する。ピローロー

ブの表面柵造は概して少なく， まれにSpreading

Crack あ るいは Ａｓyｌ・ ｅtric Vertical Crack が観

察される程度である。この地点で枕状溶岩のサン

プリングを行った。 採収したのは。表而に割れ目

のよく発達したピローロ ーブの上而からであ り，

マニピュレーターによって筒単に･一部を剥すこと

がて きた。得られたサンプ,しはよく発泡した玄武

岩であるg 写典３）。mill 北東側斜瞶iでは，この

地点のほかに２点で枕状溶岩を観察したが。それ

らは分布末端であった。濳水船の経路がもう少し

¶11側によっておれば，枕状溶7; 分布域の本体を観

察で きたと思われる。

Site 2 :南山北麒斜li の枕状溶岩分布域は比較

的広い範囲にわたり，東西方向へさしわたし距離

にしておよそ100m 以上はあると思われる。ここ

で は, Flattened Pillow, Bulbous Pillow お よ ぴ

Elongate Pillowが観察された。この地点は南山の

北側斜面に位置するが。南北方向への傾斜は叙く

逆に山側に向って下り傾斜になっている場所 もあ

る。このことから，分布する枕状溶岩は南山方向

から噴出し流れてきたのではなく斜面下部に噴出

源があり，そこ を中心にピローコーン状の高まり

を形成していると考えられる。ここでは, Rat-

tened Pillowが分布するところは比軟的平坦な地

形をなし， 一方Elongate Pillow は やや忽な糾面

に分布する。Flattened Pillcｗの陥没によって形

成されたと考えられる直径ｌｍ程度の浅い凹みが

観察された。E 】,ｎｇａte Pillow は半円筒形のものが

多 く{ 写 真４}。ピローローブの長さは概して

Site l のもの より長い ものか多い。 またピロー

ロープが途中で２つに分岐するものが多く観察さ

れた( 写真５)。ピローロ ープの先端は，破砕さ

れておら ず丸まってい るものが多い。ピローフ

ロー上部の比較的傾斜の態いところは，円筒がさ

らに平たくなりFlattened Pillow により近い表面

髟態 となる。 またこのような場所で は，ピロ ー

ローブ 上面にBulbous Pilloｗが形 成されている

{写輿６，写翼7} 。Elongate Pillow のピローロ ー

プの表ii には, Tenstooal Crack と思われる割 れ

目が見られる。Bulbous Pilloｗ表ii の割 れ目は，

Elongate Pillow以 上に発達している。Site 2 の西

縁部では，ピ卩－゜－プの先端が,ｒａｌｃａｌｅされた

枕状溶岩が２ヵ所で観察された。ここは地形的に

は平坦であ り，ピローロ ープの自破砕による もの

ではな く，構造運動と関連したものかもしれな

し丶o

Site 3 : 中央山南東側斜面は急傾斜であり，平

均45 °以上と思われる。斜面基底郎には２～４ｃ。

程度の角喋が分布する。これらの角礫に混じって

明らかにピローブレッチャーと判別できるものが

観察される。斜 面を登るに從いピローブ レ。チ

ャーのサイズも大き･くなり，ピロー片も混じるよ

うになるｅ これらは眇温じりであり，おそらく斜

面上部からデブ リーフローにより供給されたもの

であろう。枕状濡岩は斜･ilj中腹部から見られる。

ここでは，E10ngale Pillow とB ｀11bQls Pilloｗの表



面形態を持つものが観察された。この場所に分布

する枕状溶岩のほとんどは。そのピローローブが

破砕されており， また周囲にはピローブレッチ

ャーが分布し，この傾向は斜面上部まで続 く。

Elongate Pillow はピローローブの径が大きく。ま

たフロー方向への長さも長いものが多く覿ａ され

た。

Site 4 : 中 央 山尾 根 沿い の 水 深 は1680 －

1690m であり，南北にさし わたし約400m の長さ

を持つ。12:40 頃に中央山尾根の南端郤に登り着

いたが， そこで は西側へ急角度で下ってい る

Ｅｌｏｎｇａte Pillowが観察された。中央山の尾根は，

いくつ かの平坦域と小さな商まりの部分からな

る。高まりは玄武岩質溶岩からなり，その基底都

に枕状溶岩のピローロ ーブが観察されるところも

ある。 また溶岩の商まりの側槇で，枕状溶岩特右

の放射状節理が見られるものもある。高まりを作

る溶岩の表面形態から。それカ叩jらかに柱状匐耋

を持つと判別で きるものは少ないか，上述の樣な

鯉測結果から，J11根沿いの溶岩もほとんどが枕状

溶岩と推定される。尾根沿いに航走中， ２回ほど

尾棡から西側へ外れたが，足槻の西側は下の海底

がまった く見えず急崖になっており断層Ji!と推定

される。中央山尾襖上の玄武岩貿溶岩の商まりの

斜面i域でサンプIJングを行った。ここではピロー

プレッチ ャーからなる塵錐が発途し，その中に一

部武色域が兇られる。ここで黄色域を形成する7;

石を採取した。採収された冫;石は玄武岩質溶拷で

あ り，表面が礎貿により粘土化している。内部

は，削山北東側斜･l自iで採収された枕状溶岩より緻

謇であり，割れ111が発達しその閧は粘土化し黄色

になっている{ 写真81｡

Site 5 :中央山の北側斜lnjもi軻東側斜|鈿と同じ

く，ほとんと'がピローブ レ･。チ ャーあ るいはピ

ロー片により覆われ， また枕状溶ｎ も破砕された

ものがほとんどである。崖鏤lj堆積物によって陣

く覆われていた。

Sfte 6 :中央111と北|||の鞍部において，浮上直

前に枕状溶岩からなる小さな高まりを沾つけた。

枕状溶 岩の 表i･i形態はElongate Pillow お よび

Ｂｕlboｕs Pillow からなり。その 末鵬部付近は2111

をなす。ピロ ーローブ 衣|Ⅲこは，後述する鉄・マ

ンガン酸化物分布域に棲息するものと1111じ1*1い小

エビの群棲が観察された。枕状溶岩のａ まりは位

蓋的には鞍部にあり。北山と中央山から独立して

いる。したがってこの高まりは，ここに噴出源を

持つピローコーン狄のものと推定される。枕状溶

岩のピロ ーローブはほと んどが破砕されておら

ず，また高まりの周辺には!il鏤が見られずピロー

ローブ からい きなり砂質堆砧物へと分布が変る。

４．２　砂質堆積物が分布しリップルマー

クの発達する地埴

砂貿堆積物は，南山の北束側斜面，南山と中央

山間の鞍部および中央山北山lllの鞍部の比軟的傾

斜の緩い場所に分布する。砂質堆樋物は，火山噴

出物の繼粒とプランクトンの遺甑からなる｡･鞍部

では，眇質堆個物分布餓にリップルマークが観察

された（写真９）。特に中央山 一北山IJljの鞍部で

は広範囲に形成されており，観察されたIJ ツプJレ

マークの方向から，Iまぼ東西方向の底層流によっ

て形成されたことが分かる。

４．３　鉄・マンガン酸化物の分布する

地域

中央11jと北山間の鞍部では，鉄・マンガン酸化

物が，砂貿堆積･物上に層状に形成されているのが

観察された（写真10 ）。その分布の広がりは，目

視した限 りでは。 数10m 以下と思 われる。層状

鉄・マ ンガン酸化物は，厚い ところ では30 －

50cm 程峻の層厚を持ち赤褐色を呈する。赤褐色

部分は３～４層見られ，各々の|唄こは砂質堆積物

が挟まれている。

涓水船のマニピ。レーダーにより鉄 一マンガン

酸化物の採収を試みた。最初はマニピュレーター

でつ かもうとしたが潰れてしまい採取に 失敗し

た。次に。マニピ。レーダーの先端で 下からすく

うように採取したところ，ｌ層分の鉄・マンガン

酸化物の採収に成功した。以上の様に鉄・マンガ

ン酸化物はまだ未lad結の状態にある。鉄・マンガ

ン酸化物の分布域は，その周囲の砂質堆積物分布

秡から数10em 盛 り上がった地形であり， また周

鬨と底貿が顕著に異なるので一見してそれと判別

がっ く。鉄・マンガン酸化物の層は，金体として

｀14たく所々で一番上の層が鱗状に成長した箇所も

阯られる。亀裂の入っているところもあり，そこ



表 ２　 鉄 ・ マ ン ガ ン 酘1ﾋ 物 の 化 字 縫 成 の 比 較

Divd05 の サ ン プ ル の 分 析 は 地 質 調 査 所 ． 横 田 釦la 氏4 こ よ る

Table.  2　 Ｃｏｍｐａris ｏｎ ｏｎ ｈｅ ｅｈｅｍｉｃａｌ ｃｏｍｐｇｓｉｌｉＱｎ ｏｆＦｅ- Ｍｌ ｏχides.

Mn. Ft は％．そのほかはppｓ の値である

・ 分析は地貿調査所植田節哉技官による

・・ 渦浅・西村【1986】による

＊・・臼井ほか(1987) による

で海水の ¨ゆらぎ“ がない か観察したが，そ のよ

うな亊実は無 かった。層状鉄 ・マンガン酸化物分

布祓で は， 全般にわたり白い小エピ の群棲してい

るのが観察 された。 周囲の砂 質堆積物 上では， 小

エビはまったく見られず鉄 ・マ ンガ ン酸化物分布

域に限って 小エピのエ サが供給 されているの かも

しれない。

得られた鉄・マ ンガン酸化物サ ンプルにつ いて

原了一吸光法により化学分析 を行っ た。 その結果を

第２表に示す。 またこ の表には，比軟のために海

形海山斜而で 得ら れた熱水性マ ンガ ン酸化物 と，

小笠 原海台で 採取 された水成マ ンガ ンクラ ストの

分析結果を俳せて示 す。 水成の鉄 ・マ ンガ ン巌化

物に 比べてCu,  Ni,  Co 等が乏しい のが特 徴であ

る。 Ｍｎは， 海 形 海IIIの ものに 比べ て １桁 少な

く， 一方Fe が むしろ Ｍｎより多く含 まれるこ と

も特徴であ る。

５． 考　　 察

今回の潜航 ルートにそ った枕状 溶岩の分布は，

連続 した ものではな く，南北に配列するい くつ か

の 小さな高 まりからなるこ とが觧う た。こ のこと

は。枕状溶 岩が連続した制 れ目に 沿って噴出し た

ので はな く，南北に配列 するいくつ かのIln出源に

分かれてい ること を小す。 ただ南山と中 火山川で

は。 海底地 形図およひり句|,|凵ﾋ側斜･111の枕状 溶yl の

分布から。 両者の溶冫;噴出 瀉1は相対的に左横ずれ

方向 にず れている。 また中 央山 と北山||¶jの鞍部で
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観察された枕状溶岩の位置は，中央山の軸からや

や西側へずれ。 また北山の軸も中央11.1に対して若

干西鬪へずれる。このずれは，南山と中央山同で

見られたものと同じずれの方向であり，全体とし

て溶岩喰出源は陶から北へ向って西側へずれるも

のと思われる。このことが，スミスIJフト域のテ

クトニ ックとどのような関係にあるか，現在のと

ころ不明である。

中央ll!と北lilHの鞍部で観察された層状の跌・

マンガン酸化物の産状は。海形海山の熟水性マン

ガン酸化物の産状に類似する。また金帳元素の化

学組成も比較的よく類似する。海形海Illが火山フ

ロント上にあり. Divc405 地点が背孤凹地内にあ

るという逓いはあるものの，Ｄｈ･e405地点も火Ill

僑劼蛾であり。海形海111と同様に低温の熱水活助

の可能性は十分考えら れる。以上のことから，

Diｖe405で得られた鉄・マンガン巌化物も熱水性

のものと考えられる。鉄・マンガン酸化物の嘔が

ほとんど未固結であることから。まだ形成されて

1111もないものと思われる。鉄・マンガン酸化物の

層が何IS かに分かれているものの全体として|ｿ

く。このことは成妊の速いことを示しているのか

もしれない。鉄・マンガン巌化物分布域だけに白

い小エビ群棲が観察され。 訪ll剛の眇質堆積物域で

は まったく見られないことから，直接海水の･ ゆ`

らぎ'Iは観察されなかったものの。生物の栄養源

を供輪するような低温の熱水活助が現在も続いて

いることを示すものではなかろ うか。この活動



は ， す ぐ 東 稠I』に ピ ロ コ ー ン状 枕状 溶 岩 が あ る こ と

から そ の 噴出 に 関 連 した も のであ ろ う。

６ ．お わ り に

ス ミ スlj フ ト域 の 「し ん か い2000 」 に よ る潜 水

躙 査は 今 回が 初 め て で あ り ， 概査 的 調査 に 終始 し

た 。い く つ か の 興味 あ る観 察 ポ イン トが あ っ た も

の の， 一 つ一 つ 時 間 を かけ て 観察 す る余 裕 がな か

っ たの は 残念 であ り， 今後 の精 査 が 期 待 さ れる 。

現 在， 採 取 し た 岩石 試 料 に つ い て 分 祈 を 行 って お

り ，リ フ ト軸 沿 い の 火 山 活 動 の岩 石 学 的性 質が 明

かに な る と思 わ れる 。

最後 に ， 今 回 の潜 航 調 査 に 当 り 船 上 で お 齔話 に

な っ た 段 野 州 興 司 令 を は じ め と す る 「し ん か い

2000 」 運 航 チー ムの 方 々 ， お よ び 母 船 「 な つ し

ま」 の起 智 貞已 船 長 を 初 め と す る 乗 糾ll の 方々 に

深 く感 謝 致 し ます 。 海 洋 科学 技 術 セ ン タ ー の仲 二

郎 博 士に は ，船 上 で潜 航 の た め の 便 宜 を は かっ て

い た だ き 予 備知 識 を与 え てい ただい た。 地 貿調 査

所 海 洋地 質 部 の横 田笳 哉技官 に は サ ンプ ルの 分析

を し てい た だい た 。 ま た 飯 笹 幸 吉技 官 に は サ ン プ

ル の 処理 に 当 っ て たい へ んお 世話 に な っ た。 以上

の 方 々に 記 して 感 謝致 し ます 。
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写 嶌I　Dive  405 でi!1 ら れ た サ ン プ ル

左 ： 玄 武 岩 ａ 柱 状 溶 拷 ， 中 央 ： 変 質 し た 玄 武

al 戈祐 岩 ， 右 ：熟 水 性 銭 ・ マ ン ガ ン 酸 化 物

Photo.  1　San･pies lake 自during lhe Dive 405.

Lelt : Basltic pi  How li､･a. Ｃｅｎｌｅr : Altered

bas ａ】lic lava. Right : Kydrithermal Fe-Mn

oxide.

写 Ｍ.2　 枕 状 溶 ？i･の ピ ロ ー 片 と ピ ロ ー ブ レ･ 、チ タ ー

｛ 山||| 北 束SI 而 ｝

Ph010.2　Pillow l 】･agrcent ０r pillow la､･a and Pillow

brec（ii 〔an t ｌｌｅ ｎｏrlh- ｅａsC ｓlQpe of the

Minami  pesk)

写 真 ３　 曲 山 北 東 斜 面 で 採 取 さ れ た 枕 状 鱗 岩 の 表 面 と

断 而

Photo.  3　Pillow la､･ ａ tａｋｅｎ ｏｎ the norlli-oast soppe

or the Minimi peak.

写r い　Elongate Pill ・w の 表lfli影 態 を 持 つ 眈 状 溶il;

4鹵||| 北 齶111111111

P11e10.･I　Pillow- 】ａx･ａ wllll a surfacc !catllre of E!on･

gllc Pillow ｛on lllf :･ 口1･11･ ｓlol｝f af ll,e

Minami peakl ｡

2j7



2､沾I

写μ5　Elcngale Pillow の 表1jli形 態 を持 つ 枕:IJ渭; 片

Mil!| 北 象!ISii印

Ph010.5　Pillow la¥ ａ wlth a  s-urfacc lealllrc of Elon･

galc Pillow Con thL* 1101 弌h ｓIope of lhc

Minnini peak ）.

写 頁6　Biilb ・IIS Pillow の 表 面 形態 を持 つ 柱状 溶 冫;

川･Illl北ilU:|而 ）

Plioio. G　Pillow lava s･ilh il s ｕriace feallre 01 B ｕl･

|】ols Pillow （011 1hc nor 一山slope of llle

Minaal: pc;,k ）.

町 真7　B,111, ０us Pi!Iow の 表||'li形 鮭 を|¥ つii

C 南 山 北 翻 夕:11fli}

P11()111.7　Pillow lav;1 -willl a s Ⅲ･ｌａｃｅ ｌｅａtｕI･c o1 13u1｡

I Ml LIS Pillow {ol lhc north slope o1 Ihe

Minami peakl ｡

町Ilt 8　 中 火|ll ,I りM ll で 採 収 さ れ た 兪i? し た 玄jG ‘;‘ri

祐 岩 の 表ifiiとj]Flfll･

|` 11010.8　All(･r1･d b;,s;11tKlaGl l;lkt･11 。r1111｡1･i(!μ,･ol

lhc C1111011 peak.
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問 の 餒 剔

Ｃａｐtion or Figl,res and Table

Pholo.  9　Sandy sedinlenl ｓ and Ripple nlark ｓ (on l 自lc

saddle belw ｃｅｎ ｌｌｌｅ Chuou pcak alll the

Kita peak ）.

写 真10¥S 状 の 鉄 ・ マ ン ガ ン巌 化 物 い11夬 山 一 北 山li;j

の 鞍ai; 〕

瓦:|･11‘ に 見 え る 白 い 生 物 は 詐 止 ず る 白 小 エ ビ

P!iolo. 10 Slralific･ ｄ Fe-Mn 0 χides 4  on ihe saddle bc･

iween l ●ｅ Oiiioii 1χilk <111(1 tlto Kila pe滷 〕.

Wllik･ ｇr;li:;ｓ al･ｃ ｓhl･imp･

Phg10. 】O Sall 心･ sedillenls and Rillp!e

11;1【㎞Co;1 ihe s3ddle l 】ぐIWCl'･n 111t･ Chuon

pfak alld lilt'･ Kila peak ｝.
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